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市
民
大
学
講
座

６/１７A大原謙一郎
「地方の文化力と日本の再生」
６/３０G大谷由里子

「大谷流「ココロの元気」の作り方」
８/１５D島田洋七

がばいばあちゃんの
「笑顔で生きんしゃい」
９/１ G 辛坊治郎
～情報の正しい判断～

「報道現場から」
いずれも午後１時３０分から３時まで

市民会館（定員１０１８人）

●チケット●
一般２０００円（４回分）、文化協会会
員１５００円（４回分）で市役所、各公
民館で販売中
・１講座ごとの販売はありません

・定員になり次第、締め切ります

問い合わせ　市文化協会
（1(2３４９１、総合文化センター内）

受受受受講講講講生生生生募募募募集集集集中中中中

大原謙一郎さん

辛坊治郎さん

島田洋七さん

大谷由里子さん

募
集
部
門

▽
詩
（
現
代
詩
に
限
る
）

▽
短
歌
　
▽
俳

句
　
▽
川
柳
　
▽
小
説
（
戯
曲
や
映
画
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
脚

本
、
随
筆
を
含
む
）

▽
童
話

応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。
た
だ
し
、

過
去
４
年
間
で
同
一
部
門
で
２
回
入
選
し
た
人
（
佳
作
は
除

く
）
は
、
そ
の
部
門
に
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

応
募
規
定

①
各
部
門
と
も
未
発
表
の
創
作
作
品
（
平
成

１８
年
１１
月
１
日
か
ら
平
成
１９
年
１０
月
３１
日
ま
で
の
同
人
誌
な

ど
へ
の
発
表
作
品
は
応
募
可
）。
た
だ
し
、
他
の
文
学
賞
へ

同
時
に
応
募
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
　
②
用
紙
は
、
Ａ
４

判
４
０
０
字
詰
の
縦
書
原
稿
用
紙
を
使
用
（
パ
ソ
コ
ン
原
稿

で
応
募
す
る
場
合
は
、
２０
字
×
２０
行
の
縦
書
き
と
す
る
）

③
各
部
門
の
応
募
点
数
と
原
稿
枚
数
は
、
○
詩
３
編
　
○
短

歌
１０
首
　
○
俳
句
１０
句
　
○
川
柳
１０
句
　
○
小
説
１
編
（
原

稿
用
紙
１
０
０
枚
以
内
）

○
童
話
１
編
（
原
稿
用
紙
２０
枚

以
内
）

④
応
募
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
明
記
し
、
作
品
に

添
付
す
る
　
⑤
原
稿
に
は
部
門
と
題
名

を
記
入
し
、
氏
名
（
筆
名
）
は
記
入
し
な

い
　
⑥
応
募
作
品
は
、
最
終
作
品
と
し

て
と
ら
え
ま
す
　
⑦
誤
字
・
脱
字
、
漢

字
や
文
法
、
史
実
上
の
間
違
い
も
審
査

の
対
象
と
し
ま
す
　
⑧
応
募
作
品
は
、

市
教
育
委
員
会
の
出
版
物
な
ど
で
無
償

で
使
用
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
　
⑨
応

募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん

応
募
締
切
日

１０
月
３１
日
d

賞

各
部
門
原
則
と
し
て
入
選
１
人
、
佳
作
若
干
名
（
入

賞
者
に
は
、
賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
）

発
表

平
成
２０
年
２
月
（
入
賞
作
品
は
、
作
品
集
に
収
録

し
ま
す
）

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

文
化
課
文
化
振
興
係
（
1
(2

３
４
９
１
、
〒
７
１
９
│
１
１
３
１
　
中
央
三
丁
目
１
│
１
０

２
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
「
総
社
市
文
学
選
奨
」
係
）

総
社
市
文
学
選
奨
と
し
て
、
詩
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
小
説
・
童
話
の

６
部
門
で
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
作
品
を
待
っ
て
い
ま
す
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n t e r v i e w

輝
い
て
い
る
人

●

インタビュー

総
社
警
察
署
の
初
代
岡
山
県
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
中

４
月
か
ら
、
総
社
警
察
署
の
初
代

「
岡
山
県
警
察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
、

佐
野
幸
一
さ
ん
だ
。

創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
岡
山
県
警

察
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
。
そ

の
任
務
は
、少
年
の
非
行
防
止
活
動
、

学
校
や
児
童
な
ど
の
安
全
確
保
対

策
、
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止
教
育
の

支
援
、
地
域
安
全
情
報
な
ど
の
把
握

と
提
供
な
ど
が
主
な
も
の
。「
学
校

の
サ
ポ
ー
ト
の
よ
う
に
聞
こ
え
る

が
、
子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
の
が
私
の
仕
事
」
と
、
佐
野
さ
ん

は
言
う
。

佐
野
さ
ん
は
今
春
、
倉
敷
警
察
署

を
最
後
に
定
年
退
職
。
４
月
１
日
付

け
で
岡
山
県
警
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
。

「
こ
の
話
が
あ
っ
た
と
き
、
た
い
へ

ん
な
仕
事
だ
が
、
４２
年
間
の
経
験
を

生
か
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」
と
決
意
し
た
。

「
子
ど
も
の
被
害
者
を
出
さ
な
い
。

い
じ
め
や
非
行
で
子
ど
も
を
加
害
者

に
さ
せ
な
い
」。
こ
の
仕
事
に
対
す

る
佐
野
さ
ん
の
考
え
方
だ
。そ
し
て
、

小
学
生
の
安
全
と
、
中
学
生
の
非
行

防
止
に
重
点
を
置
く
。
今
後
、
子

ど
も
の
目
線
に
立
っ
た
講
話
や
、

不
審
者
に
対
す
る
対
応
訓
練
の
指

導
な
ど
に
取
り
組
む
そ
う
だ
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、「
世
の
な
か
に
は
、

い
い
人
も
悪
い
人
も
い
る
こ
と
を

教
え
て
い
き
た
い
」
と
言
う
。

「
わ
れ
わ
れ
が
子
ど
も
の
こ
ろ
と

比
べ
今
は
便
利
に
な
っ
た
が
、
そ

の
代
償
と
し
て
人
間
関
係
が
疎
外

さ
れ
、
無
関
心
に
な
っ
た
」。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
間
、
何
度
も
こ
の

「
人
間
関
係
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
。

学
校
・
地
域
・
関
係
機
関
が
良
好
な

人
間
関
係
を
築
き
、
安
全
・
安
心
の

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
強
く
訴
え
る
佐
野
さ
ん
。

総
社
は
、
安
全
・
安
心
に
対
す
る

地
域
の
意
識
が
高
く
、
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
評
価
し
、「
自
身

の
経
験
を
地
域
の
た
め
に
役
立
て

た
い
」
と
も
語
る
。

温
厚
な
人
柄
と
精せ
い

悍か
ん

な
ま
な
ざ

し
の
な
か
に
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
に
か
け
る
意
気
込
み
が
強
く

感
じ
ら
れ
た
。

佐
野
　
幸
一
さ
ん
（
泉
）

子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
安
心
を
、

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
が
私
の
仕
事

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。
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